
　2011 年3月11日に発生した東日本大震災は、地震と津波の複合災害で

東日本各地に大きな被害を及ぼした。同時に起きた原発災害は日本のみならず

世界中に大きな衝撃を与えた将に未曽有の災害であり､その被害は現在も進行中

である。全体に復旧・復興は被災者の期待からは大きく遅れ､未だに住まい･

生業の見通しを持てない世帯も多いのが現状なのに、被害補償打ち切りの

話も出ている。

　建築とまちづくりセミナーでは､これまで国土を荒廃から守り､人びとの

願う豊かな生活環境を創造する目的で､住む人使う人と協同して進めること

を新建の憲章に即して､住まい・建築単体からまちづくりまで､市民との協同で

進める理論と実践を継承・発展させるテーマで続けてきた。

　今年は東日本大震災・原発事故の５年目を迎えた福島で講座とバス視察を行う。

　セミナーは、原発事故の総体を知るところから、「失われた生活・まち」を

把握することで、改めて生活の場「まち」のなりたちを探り、復興に長期間

を要する現地の状況を共有しながら、教訓を引き出して全国に発信し、原発を

断つ運動に繋げていくことをテーマとして考えた。
線量高く、今もなおこの様子－
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講師：伊東　達也   原発問題住民運動全国連絡センター筆頭代表委員　浜通り医療生協理事長　元福島県議
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　講師：間野　博　  福島大学うつくしまふくしま未来支援センター特任研究員　県立広島大学名誉教授　工学博士
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案内：後藤　剛志   福島生協労働組合書記長
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校長：鈴木　浩　   福島大学名誉教授　明治大学大学院新領域創造専攻客員教授　日本住宅会議理事
す ず き 　 ひろし

講師：小沢　是寛   浪江まち物語つたえ隊　元浪江町仮設住宅自治会長　一級建築士
お ざ わ 　 よ し ひ ろ

（車窓から）

人のいないまち（車窓から）

視察ポイント


